
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  相続放棄と相続税 

Ｑ：某横綱が、遺産の相続放棄をしたとい

う報道がされていましたが、相続放棄があっ

た場合には、相続税はどのように計算するの

ですか？ 

 

Ａ：次のように取扱われます。 

【解説】 

民法では、被相続人の死亡を知ってから３

ヶ月以内に家庭裁判所に相続放棄の申述をす

れば、相続を放棄することができるとされて

います。相続放棄は、財産より債務の方が多

い場合に通常行われますが、お尋ねの場合の

ようにいろいろケースがあるようです。 

ところで、相続税では、相続の放棄があっ

た場合には、次のように取扱われます。 

① 基礎控除を計算する場合の相続人の数 

相続税の基礎控除額は、5,000万円に1,000

万円に相続人の数を乗じた額を合計した

額とされていますが、この相続人の数は相

続人に相続放棄があった場合はなかった

ものとした場合における相続人の数とさ

れています。 

② 相続税額の計算 

相続税額を計算する場合には、相続放棄が

あった場合でも、その放棄した者を法定相

続人に含めて計算をすることになります。 

③ 生命保険金、退職金の非課税金額 

生命保険金及び退職金には、次の非課税金

額が認められていますが、この場合の相続

人の数にも相続放棄をした者を含めるこ

ととなっています。 

500万円×相続人の数 
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